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研究成果の概要（和文）：睡眠時ブラキシズム(SB)は、覚醒反応に関連した反復性の咀嚼筋運動と定義され、歯
科治療の予後を左右し得るが、薬物・遺伝的要因などが関連した多因子疾患であり発症メカニズムは不明な点が
多い。睡眠時ブラキシズムのリスクインジケーターとして報告されている中で特に薬物に注目し、ヒトのSB増悪
が報告された薬物である抗うつ薬であるSSRI（シタロプラム）をマウスに慢性的に投与したところ、Non-REM睡
眠中の高い咬筋筋活動を示す時間が有意に増加することを示した。今回はシタロプラムを慢性的に投与したマウ
スにおいて優位にセロトニンの血中濃度が低いことが示された。

研究成果の概要（英文）：Sleep bruxism (SB), defined as repetitive masticatory muscle movements 
associated with arousal response, can influence the prognosis of dental treatment. In addition, it 
is a multifactorial disease in which drugs and genetic factors are related, and the mechanism of its
 onset is largely unknown.
Especially focusing on drugs among those reported as risk indicators for sleep bruxism,Chronic 
administration of the antidepressant SSRI (citalopram), a drug reported to exacerbate SB in humans, 
to mice significantly increased the duration of high masseter muscle activity during non-REM sleep. 
rice field. In this study, it was shown that mice chronically administered citalopram had 
significantly lower blood levels of serotonin.

研究分野： 生理学
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  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
睡眠時ブラキシズム(SB)は、GrindingやClenchingを特徴とする、覚醒反応に関連した反復性の咀嚼筋運動と定
義され、歯科治療の予後を左右し得るが、発症メカニズムは不明な点が多い。またブラキシズムはストレスや薬
物・遺伝的要因などが複合的に関与する多因子疾患であり、マウスピース等の対症療法が第一選択となっている
のが現状である。睡眠時ブラキシズム発生メカニズムを神経生理学的に検討し、さらには睡眠時ブラキシズムの
機序の解明とこれらを治療法に活かすことは、今後の歯科治療に大きく寄与すると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。







５．主な発表論文等

〔雑誌論文〕　計1件（うち査読付論文　1件／うち国際共著　0件／うちオープンアクセス　1件）

2018年

〔学会発表〕　計1件（うち招待講演　0件／うち国際学会　0件）

2017年

〔図書〕　計0件

〔産業財産権〕

〔その他〕

－

６．研究組織

７．科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計0件

８．本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

 ２．発表標題

所属研究機関・部局・職
（機関番号）

氏名
（ローマ字氏名）
（研究者番号）

備考

共同研究相手国 相手方研究機関

 オープンアクセス  国際共著
オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

The effects of Citalopram on the masseter muscle activity during non-REM sleep in mice.

 ４．発表年

 １．発表者名
Mochizuki A, Ikawa Y, Kato T, Ikeda M, Nakamura S, Nakayama K, Baba K, Inoue T.

 ３．学会等名
The 6th Annual International Institute for Integrative Sleep Medicine (IIIS) Symposium

Head position affects the direction of occlusal force during tapping movement

Journal of Oral Rehabilitation 363-370

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無
10.1111/joor.12618

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 ４．巻
Nakamura K, Minami I, Wada J, Ikawa Y, Wakabayashi N 45

 １．著者名

 ２．論文標題  ５．発行年


